
目的 子ども～高齢者の居場所・繋がりの創出

概要

企画実施期間 令和８年８月12日(水)～8月14日(金)

連携・協力

・久が原会館の夏季休館期間に施設を無償開放し、地域の子どもから高齢者まで楽しめる“居場所”を創出

・利用目的に応じてスペースを区切り、体験学習・多世代交流・地域からの情報発信の場を提供

地 域 力 推 進 会 議
令和８年 10月６日
久が原地区自治会連合会

R8久が原会館施設開放企画 ～“久が原会館の夏休み”～ 実施報告
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R７：連携４団体

R８：連携7団体へ

連携団体すべてが計８回に
わたって集まり、打合せ、
前日準備、反省会をおこなう。

予算・経費 東京都地域の底力発展事業助成を活用

1回目 1月26日（月） R8年度の取り組みに向けて

2回目 3月18日（水） 体験学習検討

3回目 4月15日（水） 実施内容・予算の決定

4回目 5月26日（火） 広報・チラシ作成について

5回目 7月17日（金） イベント準備・役割分担について

6回目 8月5日（水） 当日までの準備と運営確認

7回目 8月10日（月） 前日準備

8回目 9月14日（月） 反省会



来館者

８月12日(水)

３日間で延べ200名（参加者のみ）

75名

８月13日(木) ・料理教室（２日目）
・モルック大会、輪投げ大会

62名

８月14日(金) ・防災食講座
・歌声喫茶

63名

学習スペースとしては利用者なし自習スペースの利用

アンケートの声（一部抜粋）

①企画情報の入手経路

チラシ：71％

親から聞いた
：17％

③参加しようと思った理由

体験学習の内容に興味：46％

親子で参加できる

イベントだった：36％

久が原会館を

知っているから：8％

お友達に誘われた：7％

④今後も体験学習企画があれば参加したい 98％

⑤このような企画にボランティアとして参加したいか

・興味があるのでお手伝いしてみたい：12名

・興味はあるが参加できるかはわからない：40名

次年度に向けて・従事者の声

※従事者・スタッフ・・・３日間で延べ85名

３日間で延べ285名が企画に携わる（参加者+従事者）

・クラシックライブ
・久が原の歴史を学ぼう！

・料理教室
・手芸教室

・eスポーツ
・囲碁、将棋、麻雀

地 域 力 推 進 会 議
令和８年 10月６日
久が原地区自治会連合会

R8久が原会館施設開放企画 ～“久が原会館の夏休み”～ 実施報告

（子ども参加人数 ※近隣校のみ）

大人：49％小1～小3
：26％

小4～小6
：20％

中学生：4％

（参加者年代）

高校生：1％
久原小：38名

松仙小：19名

大森十中：3名

大森七中：1名

連合会LINE
：７％

友達から聞いた：5％

潜在的な担い手と考えられる

②一番心に残った体験学習

料理教室

：50％

防災食講座
：10％

手芸教室
：７％

囲碁、将棋、麻雀

：７％

輪投げ・モルック

：6％ その他

◆お盆にエアコンの効いた屋内で親子で過ごせる居場所は必要と思う。

◆企画段階から色々な人が関われるとよい。チームでできたのが良かった。

◆少しづつバージョンアップし、横の人間関係を広げ、企画をやり続ける
ことで人も集まるのではないか。

◆次年度も体験講座をメインとした「居場所、多世代交流の場」をテーマ
に企画を実施する。



（Ｒ8.8.12～8.14開催）

料理教室

かわせみ工作久が原の歴史を学ぼう！ 輪投げ体験

防災食講座（防災のお話）

モルック体験

囲碁・将棋体験eスポーツ体験

手芸教室（リボンレイ）

かわせみ工作クラッシックライブ観賞 歌声喫茶

日赤・防災展示
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